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学習障害を持つ子どもたちから先生に宛てた、
重要なメッセージ



Never give up on learning by yourself | Tomonao 
Matsuya | TEDxKids@Chiyoda



ディスレクシア「Dyslexia」
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自己紹介



主な活動と経歴
本年度 

　　　京都市教育委員会　総合育成支援課　専門主事 
　　　京都府 特別支援教育京都府専門家チーム（宇治支援学校SSC） 
　　　ＮＰＯ　支援機器普及促進協会　理事長 

昨年度以前 
　　　京都市　呉竹総合支援学校・東総合支援学校　特別非常勤講師 
　　　京都市　携帯電話市民インストラクター 
　　　京都市　ＩＣＴ活用支援員　（総合支援学校ICTコーディネーター） 

　　　京都市　総合育成支援員　（発達障害児支援） 
　　　京都市　精神障害者授産施設　京都市朱雀工房　統括職業生活支援員 
　　　京都市　地域若者ｻﾎﾟｰﾀｰ　（引きこもり支援） 
　　　京都府教育委員会　社会教育委員 
　　　京都府高等技術専門校　在職者訓練インストラクター 
　　　中小企業基盤整備機構　経営改善ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 
　　



18番テトラソミー 
140,000人に一人という非常に出生率の低い染色体異常 （18番染色体が4本ある病気です）
の我が子と同じ障害を持つ方々との情報交換の場になってほしいと思いつくりました

私も、京都府立向日が丘支援学校　中学部2年生の三男がおります

http://ameblo.jp/memis-18/




Agenda

1.今の子どもたちに求められている力
2.子どもたちの困難さ
3.Topics（代替手段）
4.治療教育的アプローチ
5.機能代替的アプローチ
6.まとめ



Chapter 1
求められている力



40 years gap



ピアソン社（世界最大の教育関連企業）の主席教育顧問　マイケツ・ハー
バーさんは「40年ギャップ説」を唱えています 

「どの時代をベースに教育政策を考えるか」について、人によって40年
のギャップがあり、それが大きな問題だという説です 

つまり 

①本来ならば生徒が社会に出て活躍する20年後を見据えて、教育のある
べき姿を考える必要がある 

にもかかわらず 

②現場の教師は今しか見えていない 

さらに両親は 

③自分たちが受けた教育（20年前）をベースに考える 
という意味です 



Read、Write、calculate、store、guess   =  convenience

読む、書く、計算する、記憶する、推測する は、 
コンビニエンス(便利)

デジタルネイティブ世代の子供たち 
あれば(出来れば)便利 =(でも) 無くても(出来なくても)良い



読む          
    
書く         

計算する   

記憶する   
      
推測する  

そもそも何の為の行為 



読む⇒目の発達　追視・注視

書く⇒指の発達　粗大運動から微細運動

コミュニケーション⇒
　　　脳の発達　切れやすい　前頭前野の発達

*NHK ニッポンの家族　非常事態！





ゲーム 読書

面で素早く 行でじっくり





握り持ち 三点持ち

人差し指の出番は無い 人差し指はキーマン



https://mamapress.jp/magazine/nhk_special_family/

https://mamapress.jp/magazine/nhk_special_family/


携帯ゲーム ごっこ遊び

話す機会は殆ど無し
罵声のみ

やりとり遊び
順番・模倣・語彙・・



乳児のモバイル使用、言葉の発達遅れるリスクも　学会で発表 
CNN.co.jp 5/5(金) 12:54配信 

（ＣＮＮ）　スマートフォンやタブレットなどのモバイル機器で乳幼児を遊ばせるほど、言葉の発達は遅れる可能性
がある――。カナダの研究者が４日、小児科学会でそんな調査結果を発表した。


発表を行ったカナダ・トロント大学の研究者によると、生後６カ月～２歳の乳幼児は、スマートフォンやタブレット、
携帯ゲーム機などで遊ぶ時間が長いほど、言葉の発達が遅れる可能性が大きくなることが分かったという。


モバイル機器とコミュニケーション能力の発達の関係を調べた調査は初めてではないかとしている。


研究チームは乳幼児約９００人について、保護者からの聞き取りで生後１８カ月の時点でのモバイル機器の使用時間
を調べ、表現力や使える単語数といった言葉の発達の程度と比較した。


その結果、乳幼児の２０％が１日当たり平均で２８分、モバイル機器を使用していることが判明。１日当たりの使用
時間が３０分増えるごとに、音声や言葉を使った表現発話の発達が遅れるリスクは４９％増大することが分かった。


一方、動作やボディランゲージ、人とのかかわりといったコミュニケーション能力の発達と、モバイル機器の使用と
の間に相関関係は見られなかった。


研究者はこの調査結果について、乳幼児のモバイル機器使用とコミュニケーション能力の発達の遅れとの相関関係を
うかがわせるとしながらも、モバイル機器が原因かどうか判断するためには、さらに研究が必要だと指摘している。


米小児科学会ではモバイル機器の使用について、家族とのビデオチャットを除き、１８カ月未満の乳幼児には一切使
わせないことが望ましいとしている。

http://www.cnn.co.jp/fringe/35100724.html

https://headlines.yahoo.co.jp/list/?m=cnn
https://rdsig.yahoo.co.jp/RV=1/RE=1495250962/RH=cmRzaWcueWFob28uY28uanA-/RB=/RU=aHR0cHM6Ly93d3cuZmFjZWJvb2suY29tL3NoYXJlci9zaGFyZXIucGhwP3U9aHR0cHM6Ly9oZWFkbGluZXMueWFob28uY28uanAvaGw_YT0yMDE3MDUwNS0zNTEwMDcyNC1jbm4taW50/RS=%5EADA_IgO3X7wh_2XHcSNAErLzyO4NYI-;_ylt=A7YWNjgSQw1ZID0AId_9luZ7
http://www.cnn.co.jp/fringe/35100724.html


就学前の経験は、
読み・
書き・
コミュニケーション
に大きな影響がある

粗大運動から微細運動   

人との関わり 

ブロック、
ごっこ遊び、
模倣、
ルール



Chapter 2
困難さ



読むこと









Вспомните, пожалуйста. Такой ребенок в 
классе, или не было. Kakaruko время 
Utsushitoru Доски отметить. Детский 
персонаж из записки массы лежит вне. 
Реальное чтение других слов, ребенок не 
может читать только в закупорке. Я 
думаю, что если бы я уверен. Есть ли они, 
должны будут хотеть сделать. Или же это 
стало так, но я работал тяжело.



教員



ディスレキシア



ADHD傾向



書くこと



let's try it！

両足を前方で浮かせながら
利き手の手首を浮かせながら
左で紙を押さえずに
自分の名前を書いてみましょう。



기억하십시오. 당신의 클래스에 이런 아이는 없었습
니까? 칠판 노트 찍을 시간이 걸릴 아이. 노트 매스
에서 문자가 보이지 않거나 아이. 
책읽기가 즉 즉 밖에 읽을 수없는 아이. 분명있을 것
으로 생각합니다. 그들은 그렇게하고 싶어하고 있었
습니까? 아니면 열심히했던 것이지만 그렇게되어 
있었습니까?



聞くこと







Chapter 3
Topics(代替手段)



ペン型ワイヤレススキャナー







VOCAペン



PUP Scan





音声教材BEAM

http://www.npo-edge.jp/work/audio-materials

http://www.npo-edge.jp/work/audio-materials


Windows media player ...



Daisy教科書

http://www.dinf.ne.jp/doc/daisy/index.html

http://www.dinf.ne.jp/doc/daisy/index.html


AMIS



AccessReading

http://accessreading.org

http://accessreading.org


WORD ＋　和太鼓



Chapter 4
治療教育アプローチ

（困りを克服するために使用する）



見る







キネティック動体視力：KVA



静止視力



ダイナミック動体視力：DVA



コントラスト感度



深視力（距離感）



瞬間視力



眼と手の協応動作



治療教育的な 
アプローチ 

（支援　自助具等）





書く











治療教育的な 
アプローチ 

（支援　自助具等）









聞く





計算する











その他











Chapter 5
機能代替アプローチ

（代替手段で学習へのベースを提供する）



ズーム機能



色を反転



スピーチ（iPad アクセシビリティ）















音声入力



でかキーボード（アプリ）



　mazec手書き（アプリ）



　こどもキーボード（アプリ）







































Chapter 6
まとめ



現代は百年単位で見ると 
アナログからデジタルへの 
大きな過渡期です 

辞書で調べることも, 
筆算で計算することも, 
ノートに書けることも, 
文書を読めることも, 
記憶できることも 

微妙にまだ必要なスキルなんですよね！ 

でも、今の子どもたちが大人になった時に 
本当に必要な力は・・・・ 



読む、書く、計算する、記憶する 
出来たほうが便利に決まってます 

でも 

代替手段で出来れば 
出来ないよりもはるかに便利です 



代替手段は手軽であればあるほど 
便利です 

アナログ 
⇓ 

デジタル 



子供たちの困り
（アセスメント）

と
支援の引出しを多く持つ

（ノウハウ）
ことがこれからの

特別支援には求められます。
その中の一つのツールがICTです。



参考図書









「合理的配慮」「学習のUD」「特別支援教育」「概論・入門編」

各号のキーワード

「視覚支援」

特別支援教育とAT(アシスティブテクノロジー) 
国立特別支援教育総合研究所　金森　克浩

「AAC再入門」 「知的障害」



東京大学先端科学技術研究センター　　中邑 賢龍



魔法プロジェクト　研究成果

あきちゃんの魔法の 
ポケット

魔法のふでばこ 魔法のじゅうたん

http://maho-prj.org/魔法のランプ 魔法のワンド 魔法の宿題

東京大学先端科学技術研究センターとソ
フトバンクグループは、携帯電話・スマー
トフォン等の情報端末の活用が障害を持
つ子どもたちの生活や学習支援に役立つ
ことを目指し2009年6月から「あきちゃ
んの魔法のポケットプロジェクト」をス
タートしました。 

https://maho-prj.org
魔法の種

http://maho-prj.org/
https://maho-prj.org


文部科学省 
発達障害のある子供たちのための 

ICT活用ハンドブック

特別支援学級編 通常の学級編 通級指導教室編

平成25年度文部科学省調査研究委託事業

ICT活用
ハ ン ド ブ ッ ク

通 常 の 学 級 編

通級指導
教室編

ICT
ハンドブック

平成25年度文部科学省委託事業

発達障害のある子供たちのための

活 用

Information and
Communication Technology



香川大学教授　　坂井　聡



日本肢体不自由児協会





http://npo-atds.org

http://npo-atds.org
http://npo-atds.org

